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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日本においてどのような人がキャリア途中の学校機関への入学をし
ているのかを明らかにし、その意義を検討することである。分析には、学歴や職業についての客観的な情報を豊
富に含む全国調査と、学歴や職業についての主観的な評価を尋ねたインターネット調査を用いて、統計解析を行
った。分析の結果、相対的に学歴の低い者がキャリア途中で学校機関へ入学していることが示された。キャリア
途中の学校への入学は、ライフコース初期の不利を挽回することが示唆される。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to determine what kinds of people in Japan 
enroll in educational institutions mid-career and to examine the significance of such decisions. My 
study involved a statistical analysis of the results of nationwide surveys that are a rich source of
 objective information about people’s academic backgrounds and occupations and an online survey 
that asked people to provide a subjective assessment of their academic backgrounds and occupations. 
As a result of this analysis, I found that people with a relatively weak academic background tend to
 enroll in educational institutes mid-career. This suggests that enrolling in school mid-career is 
an attempt to recover from disadvantages experienced early in life.
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１．研究開始当初の背景 
本研究の背景には、現代の日本において、
十分な職業訓練を受けられず、低技能・低賃
金の職業に留まる者がいる状況がある。なぜ
十分な職業訓練を受けられないか、その理由
には、職業訓練を受ける機会が企業に雇用さ
れた正規雇用者に限られていることを指摘
できる。企業の職業訓練に依存しないキャリ
アモデルを提示するために、本研究を開始し
た。  
まず、先行研究から明らかになる日本の職
業訓練の特徴を、3点確認しておく。第 1に、
日本では学校機関による職業訓練は限定的
で、企業による職業訓練が主流であった。第
2 に、日本型雇用慣行のなかで企業は正規雇
用者を長期に雇用し、これと対応して、（主
として男性の）正規雇用者に充実した職業訓
練を受けさせてきた。逆に、（主として女性
の）非正規雇用者には充実した職業訓練を受
けさせてこなかった。第 3に、非正規雇用の
場合は、技能を身につける機会が少ないため、
低技能・低賃金の職から抜け出すことが難し
い。こうした特徴から、1990 年代以降、若年
層を中心に正規雇用率が低下し、職業訓練機
会に恵まれず、低技能・低賃金の職にとどま
り続ける労働者を生み出すこととなった。職
業訓練を受けられるかどうかを企業の雇用
に依存するような制度では、雇用環境が悪化
するときにはキャリア全体に及ぶ格差が生
まれてしまう。 
そこで、日本で新しい職業訓練のあり方を
模索するため、学校機関による職業訓練に着
目した。日本ではなじみがないかもしれない
が、デンマークのように、企業に依存せず、
学校機関による職業訓練を積極的に行なう
国もある。学校機関による職業訓練は、企業
による職業訓練を代替するものとして着目
できる。学校機関による職業訓練の利点は、
企業の特定の被雇用者に限らないことにあ
り、職業訓練の機会をより開かれたものにす
ることができる。だれでも、技能を身につけ、
よりよい職業へ転職する機会を得られるこ
とを意味する。なお、職業キャリアの途中や
成人後の教育・学習を指すものとして、リカ
レント教育（recurrent education）、成人教
育・成人学習（adult learning）、生涯教育・
生涯学習（lifelong learning）がある。こ
れらと類似するものであるが、本報告書では、
キャリア途中の学校機関への入学と表現す
る。 
 
２．研究の目的 
それでは、日本では、だれがキャリア途中
に学校機関に入学し、それはキャリアにおい
てどのような意味をもつのだろうか。日本で
は、高校や大学等を卒業した後は、無職や失
業を挟むことなく、すなわち間断なく労働市
場に移行し定年まで働き続けることを、標準
的な学歴、キャリア、そしてライフコースと
みなしてきた（吉田 2014）。つまり、キャリ

ア途中に学校機関に入学することは、まれな
ことである。規範的にも数としても標準的な
ものではなかったこともあり、その実態はほ
とんど明らかではない。 
 そこで本研究の目的は、日本において、キ
ャリア途中の学校機関への入学の実態につ
いて明らかにすることである。具体的には、
次の目的をもつ研究を行う。(1)標準的な学
歴をもつこと、あるいは、非標準的な学歴を
もつことはキャリアにどのような影響をも
つのか、(2)だれがキャリア途中の学校機関
への入学をするのか、(3)キャリア途中の学
校機関への入学はキャリアにどう影響した
と評価されているかを明らかにすることを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究では、社会調査を用いて、統計的手
法によって、キャリア途中の学校機関への入
学の実態を明らかにした。具体的には次の通
りである。 
(1)標準的な学歴をもつこと、あるいは、
非標準的な学歴をもつことはキャリアにど
のような影響をもつのかを明らかにするた
め、全国調査である「2005 年 SSM 調査」（2005
年社会階層と社会移動調査）を用いて研究を
行った。この調査には、詳細な学歴情報や職
歴情報が含まれており、本研究の目的に合致
するものである。 
(2)だれがキャリア途中の学校機関への入
学をするのかを明らかにするために、全国調
査である「2015 年 SSM 調査」（2015 年社会階
層と社会移動調査）を用いた研究を行った。
この調査には、詳細な学歴情報や職歴情報が
含まれており、本研究の目的に合致するもの
である。また、キャリア途中の学校機関への
入学をする者は非常に少ないため、非常に少
ない者を分析するための特別な統計的手法
を用いた。 
(3)なぜキャリア途中の学校機関への入学
を行うのかを明らかにするために、独自にイ
ンターネット調査を実施し、研究を行った。
キャリア途中の学校機関への入学をする者
は非常に少ないため、二段階の調査を行った。
まず、インターネット調査会社に登録するモ
ニタに、条件を満たしているかを確認するた
めの調査を行った。次に、条件を満たした者
のみに本調査に進んでもらった。インターネ
ット調査会社に登録するモニタにはキャリ
ア途中の学校機関への入学を経験している
者も多く、ランダム・サンプリングでは確保
できない対象者を集めることができた。また、
質問項目には「2015 年 SSM 調査」とも対応す
るものを入れることで、全国調査を参照した
理解をできるようにした。 
 
４．研究成果 
 (1)研究の主な成果 
主な研究成果は、以下の通りである。 
第 1に、非典型性は、その後のキャリアに



対して不利な影響を与えていることが示唆
された。 
 第 2に、全国調査から、キャリア途中の学
校機関への入学をしたことがある者は非常
に少なかった。日本では、あまりみられない
現象であることが分かる。 
 第 3に、全国調査から、キャリア途中の学
校機関への入学は、比較的学歴の低い者や出
身家庭の暮らし向きが悪かった者によって
行われることが示された。ライフコース初期
の不利をもつものが、キャリア途中に挽回す
る側面も限定的ながら確認された。 
 第 4に、インターネット調査から、大卒者
のキャリア途中の専門学校への入学によっ
て、やりがいのある仕事に就くことができた
と評価され、さらに、労働条件もよくなった
と評価されている。キャリアアップにつなが
ることが示された。 
 第 5に、全国調査・インターネット調査か
ら、企業の職業訓練を受ける機会の少ない女
性でキャリア途中の学校機関への入学を多
く行うということは確認されなかった。 
 以上から、日本のキャリア途中の学校機関
への入学がもつ可能性について理解したい。
ひとつは、ライフコース初期の不利を挽回し
うることが示された。また、キャリア途中の
学校機関への入学はキャリアに不利にはな
らず、少なくとも主観的にはよい評価がなさ
れていた。このことから、日本型雇用慣行の
なかでは、就業し続けることを標準的なキャ
リアモデルとしているが、本研究により、そ
こから離脱しても有意義なキャリアを形成
するキャリアモデルを示すことができた。 
 
(2)本研究の意義 
本研究の意義は以下の3点にまとめられる。 
第 1に、日本での非典型的な学歴、キャリ
ア、ライフコースに焦点を当て、代替的な社
会のあり方を模索しているという点である。
日本では正規雇用として働く学歴、キャリア、
ライフコースを標準モデルとしがちである。
だが、正規雇用と非正規雇用の格差が大きい
なかで、正規雇用か非正規雇用かという二項
対立を前提とせず、より充実した学歴や、キ
ャリアモデルを提示できたといえるだろう。
さらに、キャリアにとどまらず、より充実し
たライフコースのあり方についても提示で
きたといえるだろう。 
第 2に、先進国共通の若年層の不安定就業
問題に対する政策的意義が挙げられる。この
数十年の間に若者の雇用が不安定になった
のは日本だけではなく、先進諸国でもみられ
る現象であった。日本ではこの問題にほとん
ど対処できていないが、デンマーク等のフレ
キュシテキュリティ政策をとる国では、雇用
の不安定性をなくすのではなく、教育機関よ
る教育訓練を積極的に行なうことで対処し
ている。本研究は、ヨーロッパを参考にしつ
つも、異なるタイプの職業訓練を模索した点
で政策的意義をもつ。 

第 3に、生涯教育・リカレント教育政策へ
の示唆が挙げられる。生涯学び続けることは、
文化的・心理的な豊かさをもたらすものでも
ある。本研究の結果は生涯学習が可能になる
ための条件を提示したものでもある。 
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